虫に刺されたら(アナフィラキシー)

１　処置法

(1) 刺した部分に針を認めれば、直ちにナイフの切れない側を用いるなどして剥がし落とします。

(2) ハチには、種類により、毒液EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(のう),嚢)を皮膚に残すため、針を指やピンセットでつまむと、毒液EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(のう),嚢)から毒素が注入される可能性があります。

(3) いかなる虫体も刺された部位より直ちに除去します。

(4) 刺された部分に氷などをあてると毒素の吸収を遅らせます。

　　　　　　

２　アナフィラキシー

アナフィラキシーというのは、ハチに刺された場合などに起きる急激なアレルギー反応の一種で、適切な処置をしなければ呼吸困難やショックで死に至ることもある緊急性を要する症状のことです。

アナフィラキシーは、体質の問題なのですが、虫刺されでも起こりますし、ピーナッツや日本ソバなどを原因としても起こります。生命を脅かすような危険なアナフィラキシーの症状の場合、エピネフリンという薬を速やかに注射しなければ死亡する可能性がかなり高くなってきます。

近年日本でもエピネフリンの自己注射が認められるようになりました。

これは「エピペン」という商品名で、スティック状になった本体を自分の大腿部に押し当ててスイッチを押すと、自動的に針が出て、必要量のエピネフリンが筋肉に注射されるというものです。アナフィラキシーの危険性が高い人が、事前に医師の診断を受けた上で、自分自身用として購入することができます。
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